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鍾乳石を用いた高時間分解能古気候復元─アジア水循環変動の
将来予測に向けて─
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私たちの研究グループでは、これまでに、インドネ
シア・西部ジャワの鍾乳石中の炭素・酸素同位
体比を計測し、過去50年間の降水量と時系列
比較をして、相互の関係性を見出したことにより、

『鍾乳石中の化学成分を用いて過去の降水量
を推定できる』ことをアジア熱帯域で初めて明ら
かにした【Watanabe et al., 2010】。

鍾乳石を用いた古気候学的研究
東部ジャワの鍾乳石試料（BRI10a）の炭素・酸素同位体比
を分析し、降水量データと時系列比較した結果、雨季の降水
量と有意な負の相関があることが明らかになった。これは西部
ジャワの結果と整合的であり、古気候指標としての有用性を再
確認することができた。さらに、西部ジャワと東部ジャワの鍾乳
石試料（CIAW15a; BRI10a）について、過去に遡って炭
素・酸素同位体比の年々データを取得することができた。

鍾乳洞の環境モニタリング
鍾乳石の形成過程や鍾乳石が気候を記録するメカニズムの理
解を目指し、中部ジャワの鍾乳洞（Petruk洞窟）で環境モニ
タリングを実施した。その結果、乾季（雨季）に洞窟内の二

酸化炭素濃度が下がり
（上がり）、鍾乳石の成長
量が多い（少ない）こと
を観測できた。当該研究
地域では、降水量に依存
した植生活動が鍾乳石
の成長に影響を与えてい
る可能性が示唆された。

本研究では、アジア熱帯域の鍾乳石の炭素・酸
素同位体比から、過去1000年間の降水量を定
量的に復元することを目指している。既に報告さ
れている中国やインドの降水プロキシデータと比
較することにより、アジア全体の降水量変動を詳
細に理解し、アジア水循環変動モデルの精度向
上に資する。

代表論文：PAGES news, 20, 74-75, (2012)

本研究が対象とするアジアは世界で最も人
口稠密な地域であり、深刻な気象災害が懸
念されている。このような地域の雨量変動予
測に、この研究が提供する“過去の雨量変

動の情報”は重要な役割を果たすことが期待
できる。

インドネシアの鍾乳洞での環境モニタリングの様子

アジアにおける鍾乳石を用いた古気候学
的研究の研究サイト

〔Watanabe et al., 2012〕


